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前期連結実績と当期連結実績との差異に関するお知らせ 

 

  

本日「2022 年 12 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いたしました 2022 年 12 月期

通期業績につきまして、前期連結実績について差異が生じましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．当期連結実績と前期連結実績との差異 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期連結実績（A） 百万円 

4,537 

百万円 

▲373 

百万円 

▲398 

百万円 

▲1,093 

円 銭 

▲34.58 

当期連結実績（B） 3,587 ▲354 ▲392 ▲448 ▲12.35 

増減額（B – A） ▲949 18 6 644 22.23 

増減率（％） ▲20.9 ― ― ― ― 

（参考）当期業績予想 3,791 ▲315 ― ― ― 

当期業績予想につきましては、適時開示基準を超える差異は発生しておりません。 

 

２．当期連結実績と前期連結実績との差異理由 

売上高につきましては、モバイルゲーム事業のビジネスモデルを一定の料率の収益を収受するロ

ーリスクミドルリターンのプロデュース型モデルへ変更したこと及び既存のゲームタイトルの売上



 

 
 

低迷が、売上減少に大きく影響しております。しかし、売上高は減少したものの、モバイルゲーム

事業、キッチン雑貨事業、その他これらのセグメントに属さない事業においてコスト削減を進めて

きた結果、営業利益及び経常利益では前期連結実績とほぼ同程度の状態となりました。そして、前

期連結実績において主要子会社で計上した「のれん」の減損損失は当期連結実績においてはありま

せんでしたので、親会社株主に帰属する当期純利益は前期連結実績に比べて 644 百万円改善いたし

ました。 

なお、詳細につきましては本日（2023 年２月 13 日）公表いたしました「2022 年 12 月期決算

短信[日本基準]（連結）」及び「「営業外費用及び特別損失の計上（連結決算）並びに特別利益及び

特別損失の計上（個別決算）に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以上 


